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扱っているかをふりかえることができます。また、ほかの人と話し合うこと
で、おたがいの感じ方のちがいを知ることができます。これは当たり前のよ
うで重要なことです。気持ちの中でも「怒り」の感情は、「あの人が○○した
から」と、相手のせいにしてしまいがちです。しかし、他者の行為はきっかけ
であって、それによってどのような感情を持つかは自分自身なのです。同じ
できごとであっても、誰もが同じように感じるわけではありません。自分に
とって許せないくらい腹立たしいことでも、相手はなんでもないことと感じ
ているかもしれません。それを、「誰だって怒るはず（のひどいこと）なのに、
それをなんでもないように言うなんてひどい」と受け取ってしまうと、さらに
対立がこじれてしまいます。
　自分の感情を引き受け、責任を持つことは、感情を扱ううえで大切なこ
とです。「あの人のせいで怒っている」のと「あの人が○○したことに、わた
しは腹が立つ」というのは、ちがうのです。自分の感情を引き受け、責任を
持ったうえで、相手と向き合うことが、対立に肯定的に向き合う際の感情の
扱い方に求められます。

●「事実」「感情」「価値観」を整理する
　「感情」を適切に扱うためには、「事実」と「感情」を分けて考えることが大
切です。そこで起こっている客観的な「事実」は何なのか、それに対してそ
れぞれの当事者がどう「感じて」いるのか、を整理してみるのです。また、ど
のように感じるかの背景には、「価値観」があります。価値観は多様ですか
ら、なにを大切だと思うか、なにが譲れない点だと思うかは人によって違う
のです。
　対立の場面でのできごとを、一方からのみ見るのではなく、それぞれの
「感情」「価値観」までさかのぼって整理することで、なにをめぐる対立かの
焦点も変化してくるでしょうし、なにより、お互いの理解が深まります。それ
こそが、対立をよりよい変化につなげるためのエネルギーとし、多様性を尊
重する社会づくりの第一歩なのです。
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